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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和７年 ４月 ７日（月）  

 

２ 確認箇所 

Ｂ排水路、Ｃ排水路及びＢＣ排水路（図１） 

 

３ 確認項目 

Ｂ排水路、Ｃ排水路及びＢＣ排水路の現況確認、並びに新設ＰＳＦ 

モニタの設置状況の確認 

 

４ 確認結果の概要 

Ｂ排水路、Ｃ排水路及びＢＣ排水路の現況を確認するとともに当該排水路

に設置されている新設ＰＳＦモニタの設置状況等を確認した。 

ＢＣ排水路（東側）の末端付近には、排水路へ放射性物質が流入した場合

の漏えい拡大防止対策として、電動開閉ゲート（ＢＣ－１）が設置されてお

り、Ｂ排水路及びＣ排水路には、電動開閉ゲート（Ｂ－１～３、Ｃ－１・

２）が設置されている。（前回確認：令和５年１０月４日） 

また、ＢＣ排水路の側溝放射線モニタが更新時期を迎え、他の排水路で導

入がされている弁別型ＰＳＦモニタを新設し、先月(３月３日)から運用が開

始されたことから、その設置状況を確認した。 

・ＢＣ排水路については先週の降雨の影響により、排水量増加も懸念された

が、目視確認の範囲で異常は認められなかった。 

・ＢＣ排水路の電動開閉ゲート、ゲート設備配電盤、ＰＳＦ測定部盤及びＰ

ＳＦモニタ設置箇所※等排水路に設置されている設備について、目視確認

の範囲で、機器の破損等の異常は認められなかった。（写真１） 

・３３．５ｍ盤のＢＣ排水路の末端付近には、排水路へ放射性物質が漏えい

した場合の漏えい拡大防止対策として、電動開閉ゲート（ＢＣ－１）の

他、発電機や排水移送用配管等が設置されているが、目視確認の範囲で、

機器の破損や配管からの排水の漏えい等の異常は認められなかった。（写

真２） 

・海側のＢＣ排水路及びその直前に設置されている排水枡について、目視確

認の範囲で、配管から排水の漏えい等の異常は認められなかった。 

（写真３） 

・新設されていた弁別型ＰＳＦモニタは、排水路本流に直付けされ、β・γ

線の同時測定が行われており、測定データの収集は２系列で行われてい

た。（写真４） 

 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/600680.pdf
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ＰＳＦモニタ：Ｋ排水路等の排水の放射能濃度を連続監視するための放射線検出

器。降雨によるフォールアウトの影響（放射性Ｃｓの γ線）で指

示値が上昇する傾向があるため、弁別型ＰＳＦモニタは、β線＋

γ線の検出部とγ線の検出部を有し、それぞれの測定値の差を取

ることで、β線（Ｓｒ－９０の寄与）が測定可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

（写真１－１） 

 Ｃ－１電動開閉ゲートの状況 

（全開） 

 

 

（写真１－２） 

Ｃ排水路の関連設備 

（Ｃ－１ゲート設備の配電盤） 
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（写真１－３） 

Ｂ－１電動開閉ゲートの状況 

（全開） 

 

 

（写真１－４） 

Ｂ－１排水路設備の状況 

（電動開閉ゲート及びＢ排水路） 

 

 

（写真２－１） 

電動開閉ゲート（ＢＣ－１）の状況 

 

 

（写真２－２） 

電動開閉ゲート（ＢＣ－１）に設置

されている発電機の状況 

 

 

（写真２－３） 

電動開閉ゲート（ＢＣ－１）に設置

されている排水移送用配管の状況 

排水移送用配管 
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（写真３－１） 

ＢＣ排水路（海側）の状況 

 

 

（写真３－２） 

ＢＣ排水路（海側）直前に設置され

ている排水枡の状況 

 

 

（写真４－１） 

新設されたＰＳＦモニタの状況① 

（ＢＣ排水路の本流に直付け） 

 

 

（写真４－２） 

新設されたＰＳＦモニタの状況② 

（データの収集は２系列） 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 


